
オムツ尿の尿生化学検査値への影響 
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当社では紙オムツから採取された尿で検査が依頼される事がある。過去に

オムツ尿に関する報告がないため、今回、オムツ尿の尿生化学検査値への

影響を検討した。 

【材料】当検査室男性社員 7名の混合尿に、プール血清、GLU粉末を添加し

調製尿とした。紙オムツは市販の成人用紙オムツ(ネピア社)、尿生化学項

目は AMY(U/L)、UN、CRE、UA、Ca、IP、GLU、μTP(以上、mg/dL)、μALB(μ

g/mL)の計 9項目。 

【方法】紙オムツを 5cm四方にカットしたものを加温用容器に入れ、生食、

調製尿 10mLを個別に添加し 37℃で加温。生食は 24時間、調製尿は 30分、

1、2、6、12、24時間加温後、紙オムツに吸収された生食(オムツ水)、調製

尿(オムツ尿)を随時採取し冷蔵保存した後、まとめて尿生化学項目を測定

する。 

【結果】1.オムツ水及び調整尿の測定値 

オムツ水の測定値は Ca：2.0、μALB：0.9、その他は測定感度以下。調製尿

の測定値は AMY:493、UN:1201.0、CRE:240.6、UA:91.0、Ca:13.2、IP:127.9、

GLU:494、μTP :41.2、μALB :188.7であった。 

2.オムツ尿の尿生化学値の経時的変化 

調製尿の測定値を基準として、一定時間加温後のオムツ尿の各検査値の変

動をみたところ、増加はμTP、μALB、増加し低下は AMY、低下し増加は Ca、

徐々に低下は GLU、その他は変動が小さかった。 

 

 

 

 

 

【考察・まとめ】オムツ水において Ca、μALB を若干検出した。オムツ尿

は水分の約 85%が吸収剤に吸収されたことから、各物質の濃縮による増加を

予想したが、結果2から濃縮と異なる変動があり原因推測は困難であった。

μTP、μALBは分子量が大きく吸収剤に吸収されずに濃縮によって増加した

と思われる。AMY は 30 分後に濃縮と思われる増加を示したが、その後、何

らかの原因で失活し低下したと思われる。Caは 30分から 12時間まで吸収

剤への吸収と思われる低下を示したが、その後、吸収剤から Caが尿中に拡

散し増加したものと思われる。GLU 低下は 24 時間後に増菌を認め、菌の消

費による低下と考える。 

紙オムツは種類が豊富で、装着時間に長短があり、混入する細菌の種類も

多種多様であることから、検査側から医療機関に紙オムツの影響を伝え、

直接採尿を薦めることが必要かもしれない。 
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心筋トロポニン I測定試薬｢アーキテクト・high sensitive トロポニン I ST｣の基礎的検討 

 

 

◎岩井 宏賢、福武 学、池田 徳幸、英 和良、杉本 幸子、山下 和也、西川 悦司 

株式会社ファルコバイオシステムズ総合研究所、岡山研究所 

 

 

【はじめに】高感度心筋トロポニン測定は急性心筋梗塞や不安定狭心症な

ど心筋障害に優れた感度と特異性を持ち，早期心筋マーカーとしても注目

されている．今回我々は，トロポニンⅠ高感度検査試薬である「アーキテ

クト・high sensitive トロポニンⅠ ST」の基礎的検討を行ったので報告

する． 

【対象および方法】試料は当施設に依頼のあった検査終了後の血清および

血漿を匿名化して用いた．測定試薬および機器について，心筋トロポニン

Ⅰは「アーキテクト・high sensitive トロポニンⅠ ST」を使用し，全自

動化学発光免疫測定装置「ARCHITECTアナライザーi2000SR」（アボット・ジ

ャパン社）で測定した．心筋トロポニン T は「エクルーシス試薬トロポニ

ン T hs」を使用し，電気化学発光免疫測定装置 cobas8000 e602（ロシュ・

ダイアグノスティックス社）を使用した．検討内容は，①再現性，②希釈

直線性，③感度，④共存物質の影響，⑤血清と血漿（EDTA-2Na）の相関お

よびトロポニン T高感度との相関検討を実施した． 

【結果および考察】①再現性：同時再現性の CVは 2.1～4.9％，日差再現性

の CVは 2.7～6.0％であった．②希釈直線性：低濃度域（64.3 pg/mL）は理

論値との偏差率 100.6～138.4％，高濃度域（26133.6 pg/mL）は 97.5～

104.9％であり，概ね理論値に収束する良好な結果であった．③感度：LOB

は 0.465 pg/mL，LODは 0.928 pg/mL，LOQ（実効感度）：1.77 pg/mLであっ

た．④共存物質の影響：溶血，乳び，抱合型ビリルビンおよび遊離ビリル

ビンの測定値への影響は±7％以内であった．⑤血清と血漿の相関性：

y=0.96x+0.08，r=0.998 (n=50)であった．トロポニン T高感度との相関性：

y=2.44x+53.88，r=0.592(n=42)であった． 

【結語】｢アーキテクト・high sensitive トロポニン I ST｣の基礎的性能は

良好であり，日常検査に有用であると考える 
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インシデント報告から改善活動への実際 

～インシデントから学ぶこと～ 
 

 

◎田中淑公、奥山直樹、瀧本秀樹、大石治、木村洋一郎 

株式会社 近畿予防医学研究所 

 

 

【はじめに】 

「インシデント」とは、現場で「ヒヤリ」としたり、「ハット」した経験な

ど、結果的にアクシデントやトラブルには至らなかった事象で個々のイン

シデントの実態を把握しその防止策を考える上で重要な情報となる。イン

シデントの収集活動から改善活動への実際を報告する。 

【インシデントの収集】 

情報の収集と事実の把握を確実に実施することが最も重要であるがその出

発点とも言えるインシデントの報告を定着させることが必要である。イン

シデント事例から事態を正しく認識し、そこから状況に応じた対応策を考

え全体の取組として位置づけた。 

【事例の分析】 

個々の事例について分析してリスクの集中しているところを見つける。 

【インシデントに対する改善立案】 

個別の作業についてのインシデントであれば個別ルールを作成して周知す

るという手法もとれるが、部門間にまたがるような事例では部門間の協力

体制が必要となる。 

【改善状況の把握】 

改善策を立案して初期段階は継続されているが時間経過とともに何かの理

由で中止されていることや、初期の立案が変化していることがある。初期

立案内容の維持状況を定期的に確認し時間経過後の妥当性について再度評

価する。 

 

 

 

【まとめ】 

インシデント収集活動を全体的な取組として実施することによりトラブル

に発展しない前にその対応策を考える。各部門の一人一人が意識して毎日

の業務に向き合うことで少しでも安定した検査室を心がけたい。 
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5Ｓ活動への取り組み 

 

 

◎寺田茜、山下郁、森田友理、保田剛志、梅林浩顕 

㈱日本医学臨床検査研究所 本社検査部 臨床化学 

 

 

【はじめに】5Ｓとは、整理・整頓・清掃・清潔・躾を指し、安全できれいで

働きやすい職場環境を築き仕事の効率を高める為の基本的活動である。5Ｓ活

動を通してより働きやすい職場環境を構築することを目的とし、さまざまな

活動に取り組んできた。その結果、業務改善のみならず職場環境に対する意

識改革も得られたので報告する。 

【活動方法および内容】日常の業務において個人で気づいたことをグループ

で共有し、検討後に改善を実行する方法で活動してきた。今回、活動の中よ

り、3つの改善について報告する。 

試薬・備品管理の視覚的改善 

コントロール試料小分け分注作業改善 

試薬架設改善 

【結果】 

冷蔵庫に試薬場所一覧表を貼り付けた結果、目的の試薬を探す時間が短縮さ

れた。コントロール試料等は、項目ごとに専用容器を用意することで取り出

しやすくなり、LOT 変更の際には専用容器内に LOT 違いがわかる札をセット

することで在庫管理が容易になった。 

コントロール試料の分注について明確なルールを作成 し、必要な分注量を

無駄なく分注出来るようにしたことで、分注時間の短縮とコスト削減につな

がった。 

試薬の架設場所に色別シールを貼ることで、どの試薬を架設するのかわかる

ようにし、過誤防止に役立った。 

 

 

 

 

【まとめ】業務改善は ISO 取得以前から行っていることではあるが、「5Ｓ活

動」とすることによって以前よりも意識的に整理整頓を行うようになり、も

っと改善できることは無いかと常に考える習慣がついた。検査品質の向上に

は、個人だけではなく、検査に携わるもの皆がよりよい職場環境を目指し、

問題点を見つけ、対策を実施する事が重要になる。5Ｓ活動は私たちにとって

その手助けになる試みとなった。今後もこの活動を継続し、さらに働きやす

い職場環境の構築を目指したいと考えている。 
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